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データ作成支援システム

利用者 運用者

ファイルのダウンロード機能で , サーバに保存され
た作品をレーザーカッター用データに変換しダウ
ンロードできる . そのデータを専用ソフトウェアに
読み込み , 彫刻できる .

カテゴリー検索機能が備わっていることで他人の作品を参考・再編集できる . 描画機
能ではデータ作成のために必要な機能を厳選したことで複雑な機能はなく，シンプル
なデザインになっている . さらに iPad でタッチペンを使って描くスタイルにすること
で紙に鉛筆を使って絵を描く感覚に近づけた .

子供向けワークショップを行った際に発生した「子供がパソコンソフトでデータを作るのは困難」という問題に着目した．そこでワークショップで使用した小型  
レーザーカッターを想定して , 子供でも手軽に利用できるデータ作成支援システムを構築した .

保   存

背景と目的 

エラーを自動で検知し通知する
システムを作る

小学生でも簡単にデータ作成可能な
システムを作る

デジタル工作機器使用のためには
データ作成が必要

初心者や子供では
データ作成は難しい

3Dプリンタは出力時間が長く
エラーも起きる

エラーの検知方法は
目視が一般的

「FabLab でのものづくり活動を
支えるシステム」として世界の
FabLab ネットワークへの
貢献をする

目的提案背景

今後の展望

・ 2016 年 1月にあるワークショップ で実際に運用し , レビューを元に
　システム改善 ( アンケートを実施予定 )
・ 他の Fab 機材のデータ作成ツールの開発

データ作成支援システム
・実際に工房に本システムを取り入れ，問題提起をし改善をする．
・フィラメントケースの型を限定せず，円盤の汎用性を高める．
・システムのテストをするため，印刷が失敗する状況の収集．

3Dプリンタのエラー通知システム

今回検知題材として使用している 3DプリンタMaker Bot Replicator 2X では，1年の活動の中で，3Dプリンタのプラットフォームから印刷物が剥がれてしまう場合と，
印刷中にフィラメントがノズルに詰まってしまう場合の 2つのエラーに遭遇した．そのためこれら 2つのエラーが検知された際に，利用者へ通知するシステムを構築した．

フィラメントがノズルに詰まる場合

プラットホームから印刷物が剥がれる場合

3D プリンタPC

ユーザ

メール通知

エラー検知

印刷

3Dプリンタの印刷中にフィラメントが回ることと , フォトリフレクタという赤外
線の反射量をとる光センサを利用した . フィラメントケースの側面に , 赤外線を反
射する白と反射しにくい黒を用いた判定板をつけ , 終了予定時間前にフォトリフレ
クタで得た値が一定時間変わらなかった場合回転が止まりフィラメントが詰まって
いると判断する .

3Dプリンタのエラー通知システム

3DプリンタにWebカメラを設置し背景差分法という画像処理を行
い動体検出をする . その動体検出をした際に，印刷物のズレでエラー
を検知する．背景差分を取る範囲を小さくすることで，印刷物の大
きさや形でズレがほぼ一定となるようにし , 検知精度を上げた .
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